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1．はじめに

江戸川大学マス・コミュニケーション学科は，
放送，新聞出版・文章力，広告広報・イベント，
エンタテイメントの各領域を教育の対象とし，そ
の目的は，マスコミを知ることによって社会をよ
り深く理解することである。とはいえ，出版を専
攻しようとする学生は出版業界（1）に就職するため
の教育を期待している（2）。この教育ニーズをみた
すため，本学科では理論・知識面と実技をバラン
スよくシラバスに組み込んだ出版専門教育を実施
し，就活でも成果を得ている。本稿では江戸川大
学の出版教育の特徴であるムック作成実習に焦点
をあて，それ以外の授業については最小限の言及
にとどめる。

文化・経済資本量と職業は対応しないと認識し
ている高校生もおおいようである。だが，「集英
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社でマンガ編集者になりたくてマスコミ学科に入
学したんです」と元気よく自己紹介するものの，
必要な文化・経済資本とそれにともなう学力が足
りないと自己認識したとたん，「じつは編集者な
んて黒子役はいやだったんだよね，ごめん，もっ
と個性的で自分の能力が活かせる仕事を探しま
す」と将来の職業選択から出版をはずしてしまう
学生もいる。それは，どうせ無理なんだから，自
己アイデンティティに傷をつけるより，自分から
選択しなかったのだと自分を納得させてメンタル
なリスクを回避することである。これはブルデュ
ー（1990）の「必要趣味」や「順応の原理」とい
った概念にそうものであり，「先取りされた自己
排除のシステム」（石井 1993：291）といえる。

橘木（2010: 38-42）は，ⓐ名門ブランド大学卒
（含む大学院卒），ⓑそれ以外のふつうの大学卒（含
む短大卒），ⓒ高卒と，教育格差を三極化してと
らえている。本稿ではⓐⓑを社会におくりだす大
学をそれぞれⓐ大学ⓑ大学とする。どこまでをⓐ
とするかは議論のあるところだが，777 大学と
341 短大（3）の上位 50 校としても 4.5％にしかなら
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ない（4）。そのほか 95％以上はⓑとなる。さらに
学力は文化・経済資本にともなうともいう（橘木 
2010）。個別の偏差は当然としても，認知能力と
遺伝を関連するものとしての論議もある（安藤 
2007， 2011， 2012）。

じっさい，出版教育を受けていようがいまいが，
また専門領域や学部学科にかかわらず生得の文
化・経済・学力資本の総量が突出したおおくのⓐ
が出版社に採用されてきた。したがって，ⓑ大学
に出版の授業があっても，その授業と出版業への
就職を結びつけることには，実効性があるとはい
いがたかった。またⓒについては実質的には出版
業界への道は閉ざされている（5）。

従来，出版社は OJT で新入社員を自社で教育
してきたので，必要な人材とマンパワーがⓐで満
たされていた。ところが，出版の収益構造や経済
環境が変わり，出版物の売上が長期に低落するな
かで，編集人材は欲しいが社内教育のコストも圧
縮せざるをえない。出版社に入社するためには，
従来はⓐがⓑにくらべて圧倒的に有利であったが，
出版状況の変化で，ⓐもいままでのように安易に
大手や中堅出版社には採用されにくくなり，その
半面，編集力が身についているならⓑでも出版業
界に足を踏み入れ，実績を積むことでステップア
ップ転職できるチャンスがでてきた。新卒で人材
補給をすることがおおかった大手出版社でもすで
に積極的に経験者中途採用をおこない，中堅以下
の出版社では経験者採用が主流となって久しい。
即戦力になる人材をもとめているのだ。経験者採
用のばあい，どの大学を出たかがとわれることは
まれである。それまでの業界での実績がとわれる。
大手や中堅で経験者採用が増えたということは，
どのような職場や仕事であれ，業界に足を踏み入
れ実績を積めば，ⓑであっても業界内ステップア
ップ転職が可能ということでもある。また，フリ
ーランスのライターや編集者が業界内でのポジシ
ョンを得ているように，出版社に入社することだ
けが出版で仕事をすることでもなくなっている。
被雇用者かフリーランスかはともかく，より自分
のしたい仕事をするためにはステップアップして
その仕事を得られるポジションに達することが必

要である。新卒者にとっては，まずは，出版社や
出版プロダクションなど企業の種類，規模の大小，
雇用形態をとわず出版業界にとりあえず足を踏み
入れ実績をつくれば，そのご，業界内でよりよい
条件で仕事をする機会がうまれている。新卒にと
っては，なんにしろ仕事を見つけることが，出版
業界で生きていくためには必要なのだ。

このようにⓐⓑいずれの新卒者にとっても実践
的な能力は仕事をえるための武器となってきた。
出版業界に参入するはじめの一歩として大学での
実践的な出版教育は有利にはたらく。

本稿では，このような出版の環境変化（詳細は
清水 2016a，b）を背景として踏まえうえで，江
戸川大学マス・コミュニケーション学科での出版
教育について論じる。

以下，本稿では，2 節で出版の概念と，出版教
育についての先行研究，および大学での出版教育
の 4 分類について述べる。3 節で，江戸川大学の
出版教育の概略を，4 節で出版研究ゼミナールの
概略を，5 節でそのゼミナールでおこなわれるム
ック制作工程を述べる。6 節では機材について述
べる。7 節では教育的効果を論じる。

なお，江戸川大学の出版教育担当の専任教員は
1 名で，筆者は 2011 年度着任で，同年度から出
版論Ⅰ・Ⅱの授業を，2012 年度から演習・実習
の一部分と専門ゼミナールを担当している。した
がって，本稿の内容はおもに 2012 年度以降の記
述となる。

2．出版と出版教育

2.1　出版とはなにか
本稿では，出版（6）とは，コンテンツの時空間で

の固定化と公表である出版行為とその実体である
出版物から成り立ち，出版行為自体もしくは／か
つ出版物の販売から対価を得ることとする。

出版行為とは，パブリッシング＝情報を編集し
て公開することである。ラテン語から派生した
publish は語源的には公にする，ひろく一般に知
らしめるといった意味である。印刷技術が実用化
して大量頒布が可能になって以降，公にひろめる
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主要な方法として印刷物が使われているが，出版
行為はかならずしも印刷物メディアを刊行すると
いう様式や技術に限定されるわけではない。

出版行為の実体である出版物とは，テキストと
おもにスチールヴィジュアル素材一般，またはそ
のどちらかによって編集・構成され固定化された
構造をもつひとまとまりの公表されたコンテンツ，
もしくはそれを表示するマスコミュニケーショ
ン・メディアであるとする。したがって書籍，雑
誌，ムック，コミックス，新聞，そして印刷メデ
ィアからの拡張である電子書籍，電子雑誌などの
概念をすべて含む。また従来，出版行為の実体と
しての出版物＝印刷物は刊行方法で，新聞，雑誌
などの定期刊行物と，書籍，広告パフレット，楽
譜なのどの不定期刊行物とに 2 分されてきた。ま
たジャーナリズム論の観点からは新聞と出版は分
別されてきた。しかし，デジタル化とインターネ
ットの普及により技術やメディアや刊行形態にと
らわれることが意味をなくしつつあり， 出版物の
概念は今後ますます拡散していくだろう。

時代環境がかわっても，権力から独立し，表現
の自由を担保するためには，出版自体が産業とし
てなりたたなければならない。出版物は売れなく
てはならないのであり，ぎゃくにいえば，売れな
い（≒読まれない）出版物は社会的には存在しな
いのと同等である。一言でいえば，出版は商売で
なければならない。

出版者であったアンウィン（1960: 19）が書籍
出版とは ABC（7）であると述べたことを出版一般
に拡張適用し，さらにデジタルの D を加えるこ
とで上記の議論を実務的にとらえなおすこともで
きる。すなわち，出版は ABCD であり，ABCD
とは，A ＝アート（芸術，思想，創造），B= ビ
ジネス（マネタイズ，マーケティング，著作権な
どの法制，社会的責任など），C ＝クラフト（パ
ッケージ化する方法論，デザイン，技術），D ＝
デジタル（コンテンツ制作だけでなく，流通も含
む）である。

2.2　 出版教育とはなにか：先行研究と本稿の
視座

日本での“出版教育”の先行研究については近
年にかぎっても，植田（2001），川井（2006），
三浦（2006），遠藤（2006），蔡（2012, 2014）な
どがあり，日本出版学会春季研究発表会でのワー
クショップ「アカデミズムか，実務か。出版教育
を考える」（2016）や口頭研究発表として「「出版
実務教育の現状と課題」についての一考察――「出
版技術講座」30 年と短大での出版教育の経験の
中から」（下村昭夫，2012）（8）などがある。また，
日本出版学会には出版教育研究部会があり，不定
期ではあるが，活発な研究発表がなされている（蔡
星慧 2011，富川淳子 2013，清水一彦 2013，柴
野京子 2014，相良剛 2014，辻泉 2015，橋本嘉
代 2016）（9）。これらの研究では，大学での出版教
育だけでなく，大学以外での学校教育機関，労働
組合，業界団体などでの出版教育や，OJT など
さまざまなレベルでの出版教育が論じられてい 
る（10）。欧米の出版教育にかんしては Maxwell

（2014）が，サイモンフレーザー大学（SFU）で
の実践をとおして，本稿と同じく肯定的な観点か
ら大学での実践的出版教育を論じている。

一般に日本の大学での出版教育についての先行
研究は，概念的な検討がおもで，また具体例があ
ってもそのシラバスの紹介にとどまることがおお
い。もちろん，どのような学生が実際にどのよう
な教育をうけ，なにを成果物とし，それは就職と
いう出口戦略においてどのような意味をもつのか，
いいかえればⓐ大学ではない，しかし出版業に就
職したいとの学生ニーズがあるⓑ大学においてな
にができるのかに焦点をあてた研究（三浦 
2006）もあるが，量的にはおおいとはいえない。
そこで，本稿ではいままでの研究にさらに実例を
くわえるために，江戸川大学にかぎられるが，出
版教育の実例をおもにムック制作実習の側面から
論じる。同大学の事例を述べる前に，先行研究の
知見をもとに本稿筆者の視点をくわえ，大学での
出版教育を 4 タイプに類別しそれぞれの特徴を概
観しておく。
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2.3大学での出版教育の種類
大学での“出版”の授業は，研究対象としての

出版学を教育する流れと，実務教育を軸に出版人
教育をめざす方向を両極として，中間には両者を
とりいれたさまざまな折衷としての“出版教育”
がある。大学の科目名でも，出版学（専修大学な
ど），出版論（江戸川大学など）と「学」と「論」
がいりまじっている。だが，大きく類別すれば大
学での出版教育は以下の，①出版研究教育，②出
版専門教育，③出版を教材としてつかう教育，④
教養としての出版教育の 4 パターンに集約できる
だろう（清水 2016a，b）。

①出版研究教育。大学院にすすめばアカデミッ
クポストに就ける可能性を提示できる，出版を研
究対象とした出版教育。学部レベルでも，出版を
研究対象として，また思索の対象である文化装置
として論考する。この出版教育は，ⓐ大学か，い
わゆるごく一部の研究大学，大学院でしか成立し
ないだろう。これにたいしては，以下の課題があ
る。
・ 出版学自体の体系が明確ではない。
・ 出版学のアカデミックポストはすくないので，

出口戦略がみえにくい。
・ 出版業界から，出版を「学問」として研究する

ことへのニーズが希薄である。
②出版専門教育。①出版研究教育での教育内容

も部分的にはとりいれるものの，教育の主目的は
出版業界に就職できる可能性を学生に提示するこ
とであり，知識と実務・実技を実践的に教育する。

これにたいしては，
・ 大学での出版専門教育無用論や，そもそも出版

実務教育を大学でできるのかという懐疑論があ
る。

・ 短期大学のばあい，通常，出版社は新卒採用で
は4年制大学卒業を条件とすることからの資格
上のミスマッチ。

・ 大学とは，人格形成の場であり，なまぐさい就
職教育をするところではないといった高邁な理
想論からの嫌悪。
などの課題があるものの，この出版専門教育は

ⓑを出版業へ就職させている実績がある。出版を

就職先と希望するⓑ大学生ニーズを満たす教育と
いえる（11）。

大学教育になにを求めるかは，立場によってこ
となる。研究や教養教育を理想論的に求める立場
もあるだろうし，橘木（2010）や本田（2005， 
2009）のように，職業教育を重視する立場もある。
江戸川大学は 3 極化する教育格差のなかでⓑ大学
である。さらに出版を学ぶ学生からは就職に結び
つく授業を求められている。4 年間で文化資本を
蓄積させ，さらに学力アップをめざすのは当然と
しても，ⓐと互角に勝負できるところまでいける
かは心許ない。であれば，現状ⓐが一般には受け
ていない実務教育「も」受けさせることで，別の
側面から勝負にでられるように教育することはひ
とつの戦術であろう。

③出版を教材としてつかう教育。記事作成や企
画立案など出版行為のシミュレーションを，コミ
ュニケーションや企画力，人格形成などの教育を
するさいの教材としてつかう。将来の職業の選択
肢としての出版という観点は希薄である。NIE

（Newspaper in Education）と近い発想である。
現実の就職先としても，出版業は選択肢にほとん
どはいっていない。ⓑ大学でおこなわれている例
がある。

これにたいしては，以下の課題がある。
・ 出版行為はあくまで教材としての位置づけにな

ってしまうので，はたして出版教育といえるの
か。そもそも「何の」授業なのかが明確ではな
い。

・ 授業および授講する学生への評価基準があやふ
やである。
④教養としての出版教育。一般教養科目の「お

品書き」を増やすための一品としての出版概論で，
リベラルアーツとしての意味はあるだろう。ⓐと
ⓑの両大学でおこなわれている。

これにたいしては，以下の課題がある。
・ 出版業界に詳しいからという理由だけで業界か

ら教員を採用したばあい，業界話に終始し学問
としての意味合いが希薄になる。
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3．江戸川大学の出版教育

3.1　出版教育の位置づけ
江戸川大学では上記のうちの②出版専門教育を

実施している。マス・コミュニケーション学科の
入学定員 100 名にたいして，例年，入学時には程
度の差はあるものの10～ 20名程度の学生が②を
期待し，3 年次からの出版研究ゼミナールには 5
～ 8 名程度の学生が②の教育を受けるために入ゼ
ミし，例年 1 ～ 2 名程度が，出版およびその関連
業界で職をえている。したがって，江戸川大学の
教員である本稿筆者は，②の教育を十全とするこ
とが求められている。

前述のように②出版専門教育には批判もある。
すなわち，大学での出版教育は就職のためではな
い，出版の本質を教育する場であり，人格形成で
あり，リベラルアーツである。大学は専門学校や
就職予備校ではないし，それにいくら実務教育を
しても，実効性はないし，それに答える能力をも
つ学生ⓑは大学にはいない，などである。理想論
にしろ諦念にしろ，出版教育の論評はかまびすし
い（脚注 11 を参照のこと）。しかし，学生が出版
を就職の選択肢にできるように教育をしてもらい
たいと望んでいる以上，理想や現実を楯に学生の
ニーズを排除することは適切ではないと考える。
したがって江戸川大学の出版教育は，教育者とし
ての理想論や理念的背景から発想されたというよ
り，どうしたら学生ニーズに答えられるかという
問いから組み立てられている。

そのため，江戸川大学での出版教育は前述した
出版の ABCD をバランスよく教育することをめ
ざしている。もちろん，ABCD を実態的なこと
として理解，習得するためには，①出版研究教育
的な授業や，さらには A の根本でもある文化資
本を増やすことも必要であり，それらも時間的に，
また学生が受容可能な範囲でシラバスに組み入れ
ている。

3.2　出版教育の概略
マス・コミュニケーション学科では，2 年次か

ら専門別の演習・実習を選択し，3 年次で専門ゼ
ミナールを受講し 4 年で卒業研究をする。

出版教育の専門科目は出版論Ⅰ・Ⅱで 2 年次か
ら履修できる。前後期それぞれ試験をいれて15回。
Ⅰだけ，もしくはⅡだけの受講も可能だが，年間
30 回をとおして受講することを前提に授業をし
ている。授業回数に余裕があるので，出版とはな
にかという概念的な論議にも時間をかける。具体
的な学習項目としては出版の ABCD を念頭に置
き，企画，取材，編集，印刷，出版の電子化，流
通，出版史，出版のビジネスモデル，マーケティ
ング，ジャーナリズム論，コンテンツ論，ヴィジ
ュアル論，ブックデザイン，表現の自由，著作権
などの法制，海外情報などをテーマに授業をする。
受講者数が例年 40 名程度なので，教室での対話
も重視し，資料の書籍，雑誌などを手にとりなが
らの図書館での授業やかんたんなワークショップ
など，いわゆるアクティブラーニングも取り入れ
ている。

2 年次必修の演習・実習は 4 領域ある。3 年で
出版研究ゼミナールに入るつもりなら，そのうち
の新聞出版・文章力領域を受講する。演習，実習
はともに各週１コマ計 2 コマで通年授業だ。ここ
では，文章メディアの理解，ジャーナリズム，取
材，撮影，DTP，文芸創作などおもに新聞や出版，
ウェブコンテンツ制作などのマスメディア業界で
必要とされる知識や技術を，じっさいにコンテン
ツを制作しながら習得する。

3 年次で必修の専門ゼミナール（各週１コマで
通年授業）の選考は，2 年次の秋におこなわれる。
出版を専門としたい学生は，出版研究ゼミナール
を選択する。3 年次にも，必修ではないが 2 年次
から持ち上がりで演習・実習が設定されている。
4 年次の卒業研究は，専門ゼミナールの教員が指
導する。

出版論Ⅰ・Ⅱは，出版以外を専門とする学生が
関連科目や専門的教養という位置づけで受講する
こともおおい。また，新聞出版・文章力領域の演
習・実習は，それ自体で自立した構成をもつ授業
である。報道記者や文芸創作，コンテンツ研究を
視野にいれている受講学生もおおい。出版研究ゼ
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ミナールをめざす学生にとっては，ゼミでの授業
を理解し習得できるようにするための基礎訓練と
いう意味合いがつよい。

3.3　ジャーナリズムと出版教育
ジャーナリズムのとらえ方はさまざまである。

清水（2016c: 160）はジャーナリズムを広義にと
らえて，出版もジャーナリズムを担うとしている。
したがって，江戸川大学での出版教育にはジャー
ナリズムもふくまれる。また，ジャーナリズム教
育かジャーナリスト教育かという観点からは，両
方である。

4．出版研究ゼミナールでの教育

出版研究ゼミナールでは，行為としての出版と
その実体としての出版物の両者を研究対象として
設定し，知識の獲得，調査・研究方法の習得，研
究の実践など大学での専門ゼミナールで一般的に
おこなわれる授業と同時に，実習もおこなう。本
稿では，この実習部分に焦点を絞って論述する。

実習の年間スケジュールは，㋐丸いもの 100 カ
ットでお話つくり→㋑新聞スクラップ→㋒雑誌小
特集を制作→㋓チバ ユニバーシティ プレス

（CHIBA University Press 以下 CUP と略す）参
加→㋔ムック作成という流れだ。㋐から㋓はの㋔
準備でもある。正規のゼミナールは週 1 コマだが，
作業量がおおいため不定期に自主ゼミナールを追
加している。

出版研究ゼミナールは，将来の仕事の選択肢と
して編集者や，出版社，出版プロダクション，出
版流通，書店，印刷所などの社員，またはフリー
ランスのライターなどを考えている学生を想定し
てプログラムを組んでいる。したがって，表現行
為の実習では「売れる」とはなにかを考察し，「売
れる」クオリティの達成を目標としている。

作品のクオリティを高め，また将来の職業のイ
メージを固めるために，現役の編集者やカメラマ
ン，デザイナーなどに講師を依頼したり，学生と
いっしょに作業をしてもらう教育もあるが，本ゼ
ミナールではこの方法はとらない。「本物」を目

の当たりにすることは教育上有効であるし，また
制作工程はスムーズにすすむ。しかし，学生がプ
ロの行為を見て知るだけで満足してしまい，でも
それは「自分たちのものではない（自分ができる
わけがない）」と先取り的に自己排除し失敗リス
クを回避してしまうことを避けるためである。自
分たちでページをつくるさい学生が主体であれば
かならず経験しなくてはならないリスクや失敗，
人に頼れないストレスは，本気でマスコミをめざ
すのなら教育上必要と考える。また同じことをや
るにも時間がかかり，ムダもおおいが，その過程
自体も教育の一環である。教員である筆者が元編
集者で，必要なときには技術的な指導ができると
いう固有の条件もある。

4.1　入ゼミ時の条件
ゼミナールに入るときの面接では以下の要件を

了解させる。すなわち，一般的なゼミナールのプ
ログラムにくわえて実際にムックをつくるので，
その準備訓練として CUP に参加すること，サブ
ゼミや取材など拘束時間がながいこと，チームワ
ークが必要であること，自分の都合で休むわけに
はいかないこと，さらに個人研究もして卒論をし
っかりと書くことなどである。マスコミ学科の教
員の共通認識である，マスコミを知ることによっ
て社会をよりよく理解するという側面はもちろん
であるが，出版研究ゼミナールではさらに，知る
だけではなく，自分自身もマスコミ業界で仕事を
したいというモチベーションを持つ学生を前提と
している。

4.2　ゼミナール開始
受講学生が確定する 2 年次の 11 月からゼミナ

ールを開始する。3 年次にならないと単位はつか
ないので，2 年次の 3 月までは自主ゼミナールと
なる。ウォーミングアップとして，㋐身の回りの
丸いものの写真を 100 カット撮影して，それを材
料にストーリー性のある記事をつくらせる。また，
㋑毎週テーマを決めて新聞記事をスクラップし，
平面的に構成しなぜその記事を集めたのかを伝え
るタイトルをつけさせる。さらに，企画，取材，
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撮影，DTP などの編集の基礎技術を学びながら，
㋒ 11 月から 1 月にかけて 4p の雑誌小特集を制
作する。例年，下北沢をテーマにして単独で撮影，
取材に行く。人物インタヴューを含めることも課
題としている。これはいわゆる度胸づけの訓練で
もある。

4.3　CUPへの参加
1 月から㋓ CUP に参加する。千葉日報社が主

催する情報発信力やメディアリテラシー能力の向
上を目的とした教育プログラムだ。日刊新聞『千
葉日報』に紙面を提供された千葉県内の大学ごと
のチームが，独自に取材をして記事を掲載する。
CUP の取材は 2 月中旬からはじめ，入稿は 4 月
下旬である。掲載は年度によってずれはあるが，
おおよそ 6 月ごろとなる（12）。詳細は清水（2016c）
を参照のこと。

4.4　古典評論
2 年次から 3 年次にかけての春休みの課題とし

て，古典，しかも長編で歯ごたえがある作品を各
自選んで読み，4 月の正規ゼミナール開始 1 回目
に書評発表会をおこなう。いままでの例としては，

『カラマーゾフの兄弟』『南総里見八犬伝』『ドン・
キホーテ』『白鯨』『レ・ミゼラブル』『源氏物語』
などが読まれている。ラノベやアニメなど身近な
コンテンツがいかに古典に根ざしているのか，コ
ンテンツはゼロから生まれるものではなく，「巨
人の肩の上に立つ」のだということを理解させる。
書評は読書感想文ではないことも強調している。
その書評が雑誌に掲載されて原稿料を得られるか
どうか，すなわち売れる原稿かどうかという観点
から評価している。

5．ムック制作

上記のおよそ半年にわたる基礎訓練を経て，3
年次 4 月より㋔ムック制作を開始し，11 月初頭
の学園祭で発表する。以下の作成工程は，毎年ほ
ぼおなじである。おおきな違いとしては，企画の
内容上，2012 年度と 2013 年度はゼミナール全員

で教員も含めて泊まりがけでロケをしたが，2014
年度，2015 年度，2016 年度は全員での取材合宿
がなかったことである。

5.1　ムック作成の位置づけ
企画段階から製本までを体験することで，知識

と実技をあわせて体感的な知恵に昇華させること
が目的である。具体的には受容者を意識したコン
テンツをチームでつくれるようになることだ。

5.2　ムック作成の指導方針
学生にはすべての工程を体験させ，自主的に行

動させる。教員は指導はするが，船頭にはならな
い。学生が動かないのなら，ムックは完成せず，
専門ゼミナールの単位はもらえないという意識を
徹底させている。

5.3　ムックの形態
基本サイズは A4 判天カット（ただし，タテヨ

コ比，サイズは学生が決める。正寸のこともあっ
た）。中綴じ，64 ページ，表回り共紙，全 4 色，
光沢紙 103 ｇ / ㎡。

5.4　準備段階
4 月からムックのテーマを決めるための企画ブ

レストを開始する。週 1 回程度で，最初はなるべ
く風呂敷を広げる作業をさせる。自分のまわり 1
メートルの興味，仲間内だけの話題からいかに発
想をひろげるかが課題だ。したがって，ブレスト
の内容の良否・方向性は問わない。アイデアはす
べてメモしておく。学生の集中力を考慮し，1 回
10 分，15 分程度のブレイクをいれ，2 から 3 回
程度セッションをする。

5.5　企画立案
ブレストでの方向性がある程度みえてきたら，

メモしたアイデアを ､ ひとつごとに原稿用紙ペラ
1 枚におおきく書いて，研究室の壁や本棚に張り
だす。貼る場所がなくなるぐらいになったら，方
向性がおなじものを，まとめていくつかのブロッ
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クにしていく。ブロックごとにまとめてタイトル
をつけ，ブロックのアイデア量，インパクトなど，
どのブロックが「いけ」そうなのかを学生自身に
判断させ，2 から 3 テーマに絞りながらムックの
方向性を詰めていく。ゴールデンウィーク前後に
は，テーマと切り口を決定する。

2012 年度は「鎌倉で暮らしたい」，2013 年度
は「横浜で異文化体験」，2014 年度は「はじめて
のアキバ・ガイド」，2015 年度は「身近な宇宙」，
2016 年度は「日本の食」がテーマとなった。一
例として 2015 年度では，友人の友人に人工衛星
を研究室でつくっている大学生と大学院生がいる
こと，宇宙関連啓蒙施設を取材したいこと，宇宙
からのヒーローであるウルトラマンを掘り下げた
いことなど，遠い成層圏のかなたの手のとどかな
い宇宙ではなく，身近な宇宙についてオモシロさ
を表現したいとなった。5 月，ゴールデンウィー
ク明けからこんどは，身近な宇宙をお題にしてブ
レストをくりかえし，アイデアを貼りだし関連テ
ーマごとにまとめながら企画を詰める。6 月初旬
に仮台割を作成。担当ページを決め，ロケハンを
ふくめ事前取材を開始した。

5.6　取材
7 月に入ると企画ごとに事前取材をつづけると

同時に，構成を考え，ラフを描き，取材スケジュ
ールの段取り，アポ取りを開始。8 月から 9 月中
旬にかけ取材。取材では，読者になにを伝えたい
のかを意識させている。制作者なりのつたえたい
こと＝αがくわわり 5W2H ＋αとなってはじめ
てコンテンツが完成することを強調している。“α
は「ジャーナリズム」であり娯楽や実用情報の「キ
モ」であり「ウリ」でもあり，これがあってはじ
めて情報が経済的価値を生む。すなわち編集作業
＝情報に付加価値を付けることとは，5W2H ＝
ファクトにあらたな観点としてのα＝切り口を加
えること”であることを体感させる。外での取材
が一段落した 9 月中旬には，まとめてブツ撮りを
する。また，追加取材もおこなう。

2012，2013 年度では，合宿取材の形をとった
ので，教員も取材に同行した。ただ，教員がいる

と，どうしても学生は教員にたよりがちになり，
教員はコントロールしたくなる。放っておく方針
でも，失敗しそうだとついアドバイスをしたくな
る。2014 年度秋葉原と 2015 年度身近な宇宙，
2016 年度日本の食では，合宿が必要なかったので，
あえて教員は同行取材をしなかった。事前の準備
段階での指導をするだけにし，学生たちの自主性
にまかせた。それまでの実習や CUP などでの経
験から，自分たちなりに取材，撮影をこなしてい
る。大枠を見守り，台割から方向がそれないよう
にときどきアドバイスをするほうが，学生たちの
実力がつきやすいと思われる。指導は，読者を忘
れて楽な取材や企画にかたむきかけたときに，そ
れでいいのかと自問させる程度にとどめた。技術
的な指導はじゅうぶんにするが，取材するという
ことはどういうことかという本質については学生
自身が体験的に考えることを基本方針としている。

　写真はへたな鉄砲も数うちゃあたる方式で，
たくさんシャッターをおさせた。年度によってこ
となるが，64 ｐのムックにたいして 8000 カット
程度となる。デジタルカメラだからできる方法論
だ。本人が狙っていなくても，けっこう当たりも
でてくる。学生にはフルサイズ一眼レフ・ボディ
と広角から望遠まで交換レンズを自由につかわせ
ている。

イラストにかんしては，ゼミ学生が自分で描く
ことも，絵が上手い友人に依頼することもある。
外部への執筆依頼はおこなわない。

5.7　デザイン
取材が半分ぐらいすすみ全体像が具体的にみえ

はじめたところで，デザインの方向性を決め，9
月初旬からインデザインでレイアウトを開始。デ
ザインは，学生間の生得のセンスが極端にでる。
技術はともかくデザインとして成立するように表
現できる学生と，タテヨコ感覚が乏しく空間構成
ができず，密度感がわからない学生とにわかれる。
それでも，すべての学生に自分のページは自分で
仕上げさせる。デザインセンスがある学生をムッ
ク全体の AD（アート・ディレクター）役に割り
振り，AD 役が仕上げたページをさらに教員がア
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ドバイスをし，修正をくりかえし，完成させる。
デザインには iMac27 インチを使用し，素材処

理にフォトショップ，イラストレーターもつかう。
プリンターは 4 色Ａ 3 ノビ両面印刷対応で，印刷
用紙には A3 ノビをつかっている。

5.8　原稿，校正
デザインと同時に原稿を執筆する。原稿は意外

とスムーズにことが運ぶ。つねに読者になにを伝
えたいのかを考えさせているので，自分たちで企
画からアポ，撮影，取材をしていくうちに，無意
識に記事構成のシミュレーションをしているよう
だ。学生間での完成度の差はともかく，構成が考
えられた原稿があがってくることがおおい。教員
が原稿に赤を入れてもどして，数度これを繰り返
す。原稿の細部を直すより，伝えたいことがある
のかどうか，それが表現されているのかどうかを
重視している。10 月に入ると原稿流し込み，デ
ザインの修正，プリント，校正，修正をくりかえ
す。他学生の原稿も読んでチェックをする。見開
きごとに 5 ～ 10 回程度校正プリントを出してい
る。

5.9　印刷，製本
10 月下旬，どうにか 1 回目の全ページ印刷と

製本にこぎつける。インデザインのファイルをブ
ックレット印刷でポストスクリプト化してアクロ
バット・ディスティラーで PDF に変換し，両面
印刷。ステープラーで中綴じ後，ディスクカッタ
ーで 3 方カット。製本後も修正をくりかえし，ム

ックのフォルダー・バージョンは学園祭での発表
までには，年度によってことなるが v.6 から v.9
となった。

5.10　発表
11 月 2 日，3 日が学園祭。プリントした各見

開きをノンブルにそって展示教室の壁面に貼る。
さらに見開きごとに iMac でスライドショーを公
開。製本したムックも数冊展示した。来場者から
の反応を聞く学生は真剣な表情である。

5.11　修正
発表から一呼吸おくと，ミスや修正点がでてく

る。例年 11 月いっぱい，学生たちは気の済むまで，
自分たちでこまかな修正をしている。最終的には，
学生各自の保存用として数冊ずつ印刷する。

5.12　評価
以下をゼミでの学習評価基準としている。すな

わち，売れるコンテンツをつくるとはどういうこ
とかの体感的な理解。それを具現化するために，
なにを学び，どのような技術を習得したのか。制
作工程で対ゼミ外（おもに学外の取材先＝現実の
社会）・対ゼミ内のコミュニケーションが可能に
なったのか。チームワークがとれるようになった
のか。自己中心的な行動・思考を制御し他利的な
思考・行為がとれるようになったか。作業工程を
自分たちで組み立て遂行できたか。目標設定がで
き，その目標を自己都合で安易な方向に変えてい
ないか，などである。ムックとしてのいわゆる完

ムック表紙
左から『鎌倉ぐらしがいいみたい。』（2012 年度），『Feeling』（2013 年度），『游』（2014 年度）， 

『COSMIC TRAVELER』（2015 年度），『KOFUKU』（鼓腹，2016 年度）。
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サムネイル
サムネイルは事例として『游』（上），『COSMIC TRAVELER』（下）。
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成度やできのよさは重視しない。プロの編集者経
験がある教員が指導しているので，完成度の高い
作品をつくつのなら，学生にやるべきことをいち
いち指導すればできてしまう。それでは，出版専
門教育にならない。指導のポイントも，そこでは
ない。作品は学生たちの学習結果として，たまた
まその状態にあるということだ。

6．機材について

予算との兼ね合いはあるもののなるべくプロの
現場に近づけたいと考え，撮影，DTP 機材をそ
ろえている。なお，これらの機材は，出版研究ゼ
ミナールの学生専用というわけではなく，出版論
Ⅰ・Ⅱの授業，演習・実習 ､ 江戸川大学学生新聞（13），
学生自身の就活資料つくりなどでも使用される。
学生は，機材の使い方講習を授業中，もしくは課
外で受けると学務課に登録され，学生証とひきか
えに DTP ルームのカギを借りられるようになり，
教員がいなくても DTP 機材を利用できる。カメ
ラ機材にかんしては，借用証に学生が署名のうえ，
本稿筆者が貸し出しをしている。

学生に高い機材をつかわせる必要はないとの考
えもあるようだが，形からはいることも，学習に
は効果的である。ファッション誌や趣味の雑誌な
どの現場はもとより，マスコミの仕事では形から
入ることは本質にせまる近道である。アラーキー
はコンパクトカメラでいい写真を撮っているでは
ないかという実務をしらない教育者がいたが，作
品にあわせてアラーキーもライカをつかうのだ。
本質を修めたあとだから弘法も筆をえらばないの
である。

具体的に記すと，おもな撮影機材は，カメラボ
ディ（Canon　EOS5D Ⅱ× 2　 EOS5D Ⅲ× 3），
レンズ（24mm 28mm 35mm 50mm × 2 85mm 
100mm 200mm 24-70mm × 2 24-105mm），三脚
× 2 ，バック紙スタンド，簡易撮影台，補助照
明など。DTP 機材は，iMac 27inch × 5，プリン
ター（OKI マイクロライン C930）。アプリケー
ションソフトとして，インデザイン，フォトショ
ップ，イラストレーターなどである。DTP 作業

ルームは簡易スタジオ兼用となっている。

7．ムック作成の教育的効果

ムックを作成することは，よりよき社会人とな
るための総合的な教育効果がある。しかし，ここ
では，出版専門教育として，就職力に結びつく効
果に絞って論述する。

7.1　受け手から送り手への意識の変化
マスコミ業界に就職するためには，コンテンツ

のファンから送り手へと意識を変えることが必須
であるが，ファン心理から脱却できず卒業をして
いく学生もおおい。ムックをつくる目的は，読者
を設定して，送り手として制作することである。
読者をつねにシミュレーションすることで，抽象
的な送り手・受け手論にとどまらず，自分と読者
の関係＝制作者とコンテンツ市場との関係のなか
で，学生たちは自分の立ち位置を体感している。

7.2　チームワークと責任の実感
学生にむかって，社会にでたらチームワークが

大切だぞといくら口でいったところで理解されな
い。チームワークをしないと白いページができて
しまう現実を目の前にして，はじめてチームとし
て機能しはじめる。「わたしはわたし」といった
意識で，おいしいところだけをつまみ食いしよう
とする学生は，学生間のプレッシャーを受けるこ
とになり，「わたしは，わたしがやるべきことを
やる」から「わたしのこと以外も，チームのため
にやる」まで変化できる学生もでてくる。

ゼミナールがはじまったときは，学生間で牽制
球を投げあっているが，ムック完成間近には本気
で“ケンカ”ができるようになっている。もちろ
ん，人格的なことでも暴力的なことではない。コ
ンテンツをよりよくするために意見の相違を遠慮
なくだしあって議論を深め，その議論が個人攻撃
や感情論にならずにすむだけの，チーム内の信頼
関係，相互人格尊重がすでに成立している状況で
の一幕である。このケンカがみられるようになる
と，ようやく「ことしも，まあいけたかな」とい
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う教員なりの安心感と達成感がえられる。

7.3　 プレッシャーによるモチベーションの向上
64 ページという量は学生にとって，当初，到

達不可能に感じられるらしい。安易にページが埋
まりそうだからと取材が楽で陳腐な企画案をだす
学生もいる。それにたいして，読者からみておも
しろいのかどうかと教員から問いかけられること
は，学生自身が答えを知っているだけに，プレッ
シャーになる。また，取材後に学生間で取材内容
を評価し取材不足と判断したときは，自ら再度取
材に行く準備をはじめる。くりかえし取材にいく
ことをいとわない。それは，読者の反応を想像で
きるからである。取材のフットワークの軽さは学
生自身が感じるストレスによって担保されている
といえよう。

7.4　成功と失敗の体験
実技はどんな分野であれ，練習量，体験量がも

のをいう。学生の「わかったつもり」は，取材現
場で打ち崩されることによって，「わかった」に
ちかづいていく。ムックの完成度を高くするため
だけに，事前に教員が指示をしすぎないのはこの
ためである。失敗をとおして体得したことは強い。
年度によって増減はあるが 5 名程度の学生にたい
しての 64 ページなら，成功と失敗の両方を体験
できるじゅうぶんな取材量を確保することができ
ているといえよう。

7.5　就職への好影響
エントリーシートに書くことがない，ほかの学

生と差別化できるような体験がない。これは，お
おくの就活学生の悩みである。出版研究ゼミナー
ルの学生たちは，実体験にもとづくエピソードに
はことかかない。さらに，面接で「大学では，な
にをしたの？」との問いかけに，「このムックを
つくりました」とカバンから取り出せる。面接時
にムックを持参するようにいわれることもある。
ムックをみてもらうことで，面接の次のステップ
にすすめたり，その場で内定を得ている学生も複
数いる。どのような業種に就職するにしろ，ムッ

クを大学教育での成果物としてもっていることは
就活での自信につながる。出版研究ゼミナールか
らは，中堅出版社社員編集，大手出版社でのフリ
ーランスライター，大手取次，準大手書店，広告
会社のフリーペーパー出版部門編集，準大手印刷
所の雑誌印刷部門，中堅イベント製作会社，自治
体文化施設イベント担当などのマスコミおよび関
連業種への就職実績がある。もちろん，一般企業
へ就職する学生もおおい。そのさいにも，ゼミナ
ールでの教育成果はエントリーシートや面接での
武器となっているようだ。

8．今後の課題

江戸川大学で出版専門教育をさらに有効にしよ
うとするとき，次の 2 点が課題となる。しかし，
これらは江戸川大学だけに固有の問題ではなく，
さらに即効薬も特効薬もなさそうである。以下，
一般論として述べる。

8.1　基礎学力不足
一般論としてⓐをのぞきおおかたのⓑは出版業

界が求める一般教養，基礎学力がみたされている
とはいいがたい。大学でのリメディアル教育が進
展してはいるものの，ⓑ大学の出版志願者全員を
出版業界が要求するレベルまで引き上げられるか
どうかについては悲観的にならざるをえない。し
かし一方では「学生が入学当初から職業への目標
をもっていること」が，リメディアル教育が成果
をだすための一要件（日本リメディアル教育学会
2012: ⅱ）（14）でもある。

「とりかえし」がつく学生もいる。高校までの
ある時点でふるいにかけられ，本来であれば習得
できた学力がない学生だ。いっぽうでは，生得的
な要因で基礎学力を得ることができなかった，も
しくは今後も習得が困難と推測される学生もいる。
前者については，リメディアル教育が間に合うか
どうかという時間的制約の問題であり，後者につ
いては大学教育では限界があるだろう。いずれの
ばあいにも，入学させてしまった大学としての責
務を現場の個々の教員が引き受けるには無理があ
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る。

8.2　学生の気質
ⓐ，ⓑ大学をとわず，コミュニケーション能力

やモチベーションの欠如から，チームワーク主体
のアクティブラーニングに向いていない学生が一
定数いる。そのような特性を持つ学生を少人数の
ゼミナールに受け入れることは，ゼミナール自体
の教育を機能不全にさせるリスクがある。たしか
に大学教育は教育サービス産業である。学生はお
客様だから，授業料に見合うだけの価値を各学生
に提供することが，教員としての責務となる。し
かしぎゃくにいえば，授業料以上の過度のサービ
スをごく一部の学生に提供する必要はないともい
える。教員のリソースはかぎられている。一部の
学生に過剰なサービスを提供することで，本来な
らほかの学生へ提供できるはずの教育サービスに
支障をきたしたり質が落ちることは許されないだ
ろう。教員もプロフェッショナル（15）である以上，
有限の条件のなかでのベストしかありえない。条
件をかえりみず自らの誠意や理想論や情熱だけで
対処しようとする，もしくは過度に期待や要請さ
れると，教員自身がメンタル・ヘルスの危機に直
面することにもなるし，永続性のある教育サービ
スの提供も困難となるだろう。

9．結　論

出版業界への就職をめざして出版を学びたいと
いう学生からのニーズはあるものの，日本での出
版教育は標準化や体系化はされていない。大学で
の出版教育は，それぞれの大学のレベルや教育方
針，ばあいによってはそれぞれの担当教員の志向
によってさまざまなバリエーションがうまれるこ
とになる。江戸川大学マス・コミュニケーション
学科の教育目的はマスコミを知ることによって社
会を理解することであるが，出版については学生
からのニーズにも対応して実践的な教育も組み入
れている。すなわち，出版を研究対象とするアカ
デミズム的教育の側面より，出版業界も就職の現
実的選択肢とできるような出版専門教育のプログ

ラムを提供することに力を注いでいる。出版論Ⅰ・
Ⅱの授業，新聞出版・文章力領域の演習・実習，
そして出版研究ゼミナールを組みあわせて受講す
ることで，出版の知識と実技を習得することがで
きる。そのなかでの中核はゼミナールで制作する
ムックである。例年このような教育を受けた結果
として，出版および出版関連企業に就職する学生
もいる。

《注》
（1）出版での編集人材の需要は底堅い。コンテンツの頒布

メディアがデジタル化しても，衣・食・住・愛憎・知
識・刺激・物語などへの人間の基本的な欲望はかわら
ない。ドワンゴ会長川量生がインタヴュー（「ネット
はオールドメディアが圧勝」『ダイヤモンド・オンラ
イン』（2014.6.25 http://diamond.jp/articles/-/55086）
で発言しているように従来メディアのコンテンツへの
ニーズが高まっている（そのご，2014 年にドワンゴ
は KADOKAWA と経営統合し KADOKAWA・
DWANGO となり，さらに 2015 年には商号をカドカ
ワとした）。出版をふくめ従来マスコミからの転職者
がおおいことでもわかるように，IT 業界にはコンテ
ンツ編集や制作ができる人材がすくない。餅は餅屋と
いわれる所以である。出版はインターネットへのコン
テンツ供給業でもある。

（2）出版を学ぶ意欲があり，出版を学べる大学に入学し，
出版業界に入りたいとおもっている高校生が一定数い
る（三浦 2007）。そうでなければ，大学は経営判断と
してすでに出版専門科目を廃止しするか，一般教養科
目の一つとしてお茶をにごすことになり，実効性はと
もかく，出版を就職先として想定する学科やコースを
編成しないだろう。

（3）平成 28 年度学校基本調査速報値（http://www.mext.
go.jp/component/b_menu/other/__icsFiles/
afieldfile/2016/08/04/1375035_3.pdf）。

（4）橘木は有名ブランド大学の一例として『プレジデント』
（2009.10.19）に掲載された「大学ベスト 15」を引用
している（2010: 14）。

（5）大学進学率が 50％を超える現在では想像しにくいが，
歴史的には講談社の少年社員のように高等教育の手前
で優秀な人材を確保することもあった。また，ある有
名中堅出版社では昭和 40 年代でも高校卒業者が積極
的に採用され，そのご編集長や役員にもなっている。

（6）出版の定義は，時代や研究者によって一定していない。
日本の出版学の初期においての清水英夫（1972: 14-20)
の定義や，また現在での標準的なテキストである川井
編（2006:3）の定義などがあるが，清水一彦（2016b: 
159-160）は，これらの定義を拡張している。

（7）アンウィン Unwin は，レイモンド・モーティマーの
ことばとして“at once an art， a craft， and a 
business，” （1960:19）を引用し布川・美作は，これを

「芸術と技能と商売を一緒にしたもの」（1980: XV）と
訳す。いっぽう鈴木は「アートは“芸術”と直訳する
より“知的創造力”（企画力に通じる）といった方が
いいかもしれません」（1979: 3）とする。
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（8）http://www.shuppan.jp/shunkihappyo/472-20125.
html

（9）http://www.shuppan.jp/bukai4.html
（10）それぞれのレベルでの教育は有機的に関連している

にこしたことはないのだが，現状は個別化し，孤立し
ている。この課題は，本稿のテーマからそれるので，
指摘にとどめる。

（11）出版専門教育にたいして批判的（永江 2016.7: 1-7， 
柴野 2016: 14-19 など）な論説もおおくある。いっぽ
う一般論として教育の職業的意義を強調するのが橘木

（2010）や本田由紀（2005， 2009）である。これにつ
いて補論する。
　出版専門教育懐疑論はⓐ大学の教員（自身もⓐ）や
ⓐの出版業界人から聞かれることがおおい。また，ⓑ
大学関係者（自身はⓐ）からも，あきらめから発言さ
れることもおおい。ねじれた状況ではあるが，ⓐであ
れば，出版教育を受けてもうけなくても生得の学力・
文化・経済資本量とそれにともなう学力で出版社に入
社できてしまう。文系であれ理科系であれ，学部や専
攻にかかわりなく，入社試験にパスできるのだ。しか
も圧倒的にⓑより実績数はおおい。したがってⓐ大学
の教員は，さほど学生の就活を考慮することなく変革
期にある出版を批評し「こうあるべきだ」論を授業で
展開することもできる。この状況を知ったⓑからすれ
ば，生得の学力や文化・経済資本が少ない学生はどん
な教育をうけても出版業界には入れないといわれてい
るに等しい。これはⓐたちの一種のエリーティズムで
あり，ブルデュー的な意味で卓越化である。
　これにたいして現実の出版業界をみているⓑ大学の
教員は，別の観点から出版専門教育を実践している。
もしくはせざるをえない。お客の好みを無視して料理
を押しつける板前の店には閑古鳥が鳴き，ついには潰
れる。大学もおなじである。しかし，このことは「変
革」を無視することではない。あらたな創造や革新も
巨人の肩に乗ることで達成できる。それは，アカデミ
ズムの世界だけのことではない。周知のようにピカソ
には写実の時代があった。好きなミュージシャンをデ
ッドコピーすることが，プロへの第一歩である。変革
を視野にいれながら，基本を学ぶということである。
　出版業界の実情はどうであるかといえば，すでに大
手でも積極的に経験者採用をおこない，中堅以下では
経験者採用が主流で新卒採用は少ない。企業規模にか
かわらず，社内教育のコストは圧縮したいのだ。学生
からみれば，業界内で自己が満足できるポジションを
つかむためには，まずは出版業界で経験者になり仕事
の場をかえていくこともひとつのルートになってい
る。ⓑ大学である江戸川大学では「とりあえずどこで
も，どんなことでもいいから出版業に足を踏み入れろ。
そして，業界内で実績をあげて経験者採用で自分がつ
くりたいコンテンツをつくっている出版社や仕事場を
ねらえ」と学生に指導している。いずれ，ⓐ大学でも

「地頭」だけでの出版社への就職は頭打ちとなり，「と
りあえず，どこでもいいから出版業に足を踏み入れる
力」＝出版の専門的知識と技術へのニーズが学生から
でてくるだろう。
　また，日本では大学での出版専門教育は求められて
いないとみなして，出版教育に否定的な大学教員も散
見されるが日本の出版だけがグローバル化の影響を受

けないとは想定できない。Maxwell（2014）の議論の
ように，欧米と同じ土俵にたって，日本の大学教員も
研究者であると同時に出版への人材供給教育者として
の機能が求められるだろう。

（12）コンテスト形式にもなっていて，江戸川大学は，
2016 年，2015 年，2013 年は 1 位（優秀賞），2012 年
は 2 位（優秀紙面奨励賞）だった。なお，有力大学と
しては千葉大学も毎回参加している。

（13）企画総務課が管轄する学生記者クラブの記者が大学
関連の話題を取材し，Ａ 4 カラー片面の学内配布用学
生新聞，および同内容を拡大したＡ 1 カラーの学内掲
示用学生新聞と大学のウェブページに掲載する PDF
版学生新聞を，年間 10 ～ 20 回程度発行している。登
録学生数は 20 名程度。正規の授業ではなく全学科を
対象とし参加も任意である。2016 年度は本稿筆者が
顧問として取材・制作指導をしている。出版研究ゼミ
ナールの学生は，入ゼミ時に，すでに学生新聞の記者
を経験していることもある。ぎゃくに入ゼミしたこと
で学生新聞記者クラブに参加する学生もいる。ただし，
ゼミ生が学生新聞記者をするかどうかは任意である。

（14）リメディアル教育が間に合って，それぞれの学生が
もてる本来の学力に達したからといって，それがマス
コミ業界での職業に求められる学力を満たしているか
は，べつの問題である。

（15）アマチュアとプロフェッショナルの差は，ある行為
に対価が発生するかどうかである。さらに，アマチュ
アは行為の条件を自分で設定したり変更できたりする
が，プロは条件が設定されたら変更はできない。対価
や効率，条件を考慮せずにリソースを投入できるのが
アマチュアである。プロフェッショナルは，一定以上
のレベルの仕事とその継続が求められるいっぽう，
個々の仕事へ投入できるリソースは限られる。所与の
条件でベストをつくす。したがって，単発であれば，
アマチュアがすばらしい仕事をすることもある。この
ことは，コンテンツ制作でも教育でも一般のビジネス
でもかわらないだろう。しかし，プロであれば，市場
にむかって以上のことをことさらプレゼンテーション
することもない。
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